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我
が
岡
特
有
の
枇
曾
問
題
日
融
和
問
題
;
法
問
↓
博
士
山
本
美
越
乃

岡

山

内

九

フ
ラ
ン
ス
枚
通
貨
構
成
建
勤
の
立
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憤
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構
成
に
於
け
る
商
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用

ク
ニ
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債
値
論
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』
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円
H
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A
T
n
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再
保
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の
損
害
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い
て

責
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一
側
面
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附
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雑
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岡
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貿

日
ヂ J

構

成

0) 

要

イ七

-'.、
Iヨマ

口

彦

日

:
二
、
棒
成
品
型
化
の
意
味

:
{
四
、
貿
易
構
成
の
時
史
的
資
艮

二
、
香
同
量
廷
の
貿
易
構
成

充
、
貿
易
構
成
の
内
得

三
、
貿
易
機
成
の
岡
際
的
比
険

六

、

結

論

-
、
構
成
費
化
の
意
味

構
成
費
化

(ωErr-コ
さ
と
え
江
戸
川
口
巴
は
門
前
一
的
構
化
と
劉
立
寸
る
質
的
接
化
の

コ
:
ノ
F
L

d

・t〈
}
l
E
i
{

b
u
~
F
K
え
炉
、
主
主
主
ご

-E
】

軍
事
長
4ZF
オ
寸
」
ま
d

議
展
に
関
聯
し
て
、

最
も
興
味
あ
る
問
題
で
あ
る
。

こ
〉
に
問
題
と
す
る
の
は
、

一
般
経
祷
の
構
成
襲
化
の
一
面

と
し
て
の
、
ま
た
は
そ
の
現
象
形
態
と
し
て
の
貿
易
構
成
の
鍾
化
で
あ
る
が
、
そ
の
形
式
的
な
る
意
味
に
お
い
て

は
何
ら
特
異
の
も
の
で
は
な
い
。
蓋
し
貿
易
穂
額
の
量
的
盤
化
は
、
貿
易
消
長
の
問
題
と
し
て
常
に
人
の
鋭
敏
に

注
意
す
る
所
で
あ
る
が
、
之
と
並
人
で
重
要
な
る
質
的
費
化
は
そ
れ
程
の
注
意
砂
ま
か
な
い
。
構
成
饗
化
は
こ
の

質
的
接
化
の
一
つ
で
は
あ
る
が
、
併
し
量
的
饗
化
を
入
土
く
合
ま
な
い
質
的
建
化
は
あ
り
得
な
い
。
比
一
一
民
と
質
と
の
一

般
的
・
根
本
的
闘
係
か
ら
必
然
に
規
定
さ
れ
て
、
こ
の
場
合
に
も
、
構
成
理
化
は
結
局
す
る
と
こ
ろ
畳
か
ら
質
へ

の
轄
化
に
過
ぎ
な
い
こ
左
が
看
取
さ
れ
る
。

き
て
貿
易
の
構
成
費
化
は
種
L

干
の
意
味
に
お
い
て
問
題
と
な
る

G

第
一
は
、
輪
出
と
輸
入
と
の
闘
係
が
如
何
に

貿
易
構
成
の
描
型
化

第
四
十
二
巻

ノ、

:1L 

第
凹
披

九



貿
易
構
成
の
鑓
化

第
四
十
二
巻

四
O 

ノ、

九

第
四
時
制

構
成
さ
れ
る
か
の
問
題
、
帥
ち
貿
易
均
衡
か
輸
出
超
過
か
轍
入
超
過
か
の
問
題
は
、
そ
れ
自
身
は
質
的
相
違
で
は

あ
る
が
、
併
し
輪
出
と
輸
入
'
と
の
量
的
閥
係
に
外
な
ら
ぬ
こ
と
は
言
ふ
ま
で
も
な
い
。
こ
の
意
味
の
貿
易
構
成
の

趨
化
は
古
〈
よ
-q
人
の
注
意
を
惹
き
、
こ
の
構
成
費
化
を
目
標
と
す
る
貿
易
政
策
の
採
ら
れ
た
こ
左
も
周
知
の
事

賞
で
あ
る
。
而
し
て
こ
の
建
化
も
ま
た
間
民
経
済
の
毅
展
お
よ
び
構
成
費
化
と
密
接
に
闘
聯
す
る
も
の
で
あ
る
o

第
二
の
貿
易
構
成
は
、
輪
出
・
職
入
の
各
L
f

に
つ
い
て
、
そ
の
内
部
構
造
を
問
題
と
す
る
場
合
で
あ
る
。
さ
き

に
貿
易
の
集
中
性
お
よ
び
分
散
性
宇
佐
考
謀
せ
る
際
い
も
、
こ
の
問
題
に
鯛
れ
げ
し
お
い
た
が
、
輸
出
ま
十
ん
は
輸
入
が

如
何
な
る
相
手
岡
と
の
問
に
行
は
る
〉
h
y
、
却
ち
貿
易
の
岡
際
的
構
成
炉
問
題
と
な
る
。
こ
ヨ
で
も
ま
た
結
局
は

貿
易
の
数
量
が
闘
際
的
に
如
何
に
分
配
せ
ら
る
〉
か
の
問
題
と
な
る
。
而
し
て
閤
際
的
構
成
を
問
題
と
す
る
場
合

に
も
ま
た
、
種
々
の
見
地
か
ら
問
題
を
見
る
こ
と
が
出
来
る
。
嚢
に
は
そ
れ
が
闘
際
的
に
集
中
さ
れ
る
か
分
配
さ

れ
る
か
の
見
地
か
ら
問
題
と
し
た
が
、
そ
の
他
に
或
は
地
理
的
遠
近
の
構
成
や
、
政
治
的
親
疎
の
程
度
や
、
プ
ロ

ッ
ク
極
端
開
の
内
外
等
々
の
見
地
か
ら
も
問
題
ぞ
見
る
こ
と
が
出
来
る
。

第
三
に
、
輪
出
入
の
内
部
構
成
は
ま
た
、
貿
易
企
業
の
見
地
か
ら
も
問
題
と
な
る
。
こ
の
場
合
に
も
問
題
の
重

知
は
、
集
中
的
か
分
散
的
か
に
あ
る
こ
と
既
述
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
併
し
そ
れ
以
外
の
意
味
に
お
い
て
も
、

例
へ
ば
貿
易
企
業
の
所
属
ま
た
は
所
在
の
如
き
が
問
題
と
な
り
う
る
。
何
れ
に
せ
よ
企
業
的
構
成
も
ま
た
一
の
貿

易
構
成
の
問
題
で
あ
り
、
且
つ
こ
の
構
成
の
特
捜
化
は
、

一
般
の
企
業
形
態
の
殺
展
と
関
聯
す
る
も
の
で
あ
る
。

第
四
に
、
貿
易
商
品
の
構
成
は
最
も
固
有
の
意
味
に
お
い
て
常
に
問
題
と
さ
れ
る
所
で
あ
る
。

ζ

の
場
合
仁
も

拙稿、貿易統制jの研究
本誌、一月務参照2) 



ま
た
、
き
き
に
も
考
察
せ
る
如
〈
、
商
品
的
に
集
中
さ
れ
る
か
分
散
さ
れ
る
か
は
、
こ
と
に
危
険
分
散
の
見
地
か

ら
重
要
な
一
つ
の
問
題
で
あ
る
が
、
そ
れ
と
同
時
に
商
品
の
種
類
に
よ
る
構
成
、
例
へ
ば
消
費
財
と
生
産
財
と
の

構
成
こ
と
に
原
料
品
・
食
料
品
・
完
成
品
の
構
成
の
知
き
は
、
そ
の
闘
民
経
糟
の
設
展
段
階
に
劃
臆
す
る
も
の
で
あ

b
、
ぞ
の
構
成
品
型
化
は
岡
民
経
済
ぞ
の
も
の
〉
構
成
時
型
化
を
反
映
す
る
も
の
で
あ
る
と
考
へ
ら
れ
る
か
ら
、
前
と

は
異
な
る
意
味
に
お
い
て
重
要
な
問
題
と
な
る
。

h
y

〈
の
如
〈
謂
は
ゆ
る
貿
易
構
成
ま
た
は
構
成
費
化
に
も
、
種
ι
干
の
意
味
内
容
を
有
し
、
各
種
の
問
題
を
包
含

す
る
も
の
で
あ
る
。
是
等
は
そ
れ
ん
¥
の
意
味
に
お
い
て
等
し
く
問
題
と
な
h
う
る
も
の
で
あ
る
が
、
蕊
で
は
主

1t
し
て
布
の
最
後
の
泣
時
に
お
け
あ
賀
川
知
商
品
の
構
成
、
剖
ち
貿
易
尚
口
聞
の
衛
矧
よ
り
見
に
あ
構
成
を
明
屈
と
し
、

最
初
に
ま
づ
吾
闘
の
最
迩
に
お
け
る
構
成
お
よ
び
そ
の
務
化
合
検
討
し
、
次
い
で
同
じ
立
味
の
貿
易
構
成
が
世
界

の
主
要
貿
易
闘
に
お
い
て
如
何
に
相
違
す
る
か
を
検
し
、
夏
に
者
闘
の
貿
易
構
成
の
跨
史
的
後
展
を
顧
み
、
最
後

に
貿
易
構
成
の
趣
化
の
内
容
に
つ
き
検
討
し
よ
う
と
忠
ふ
。

二
、
吾
圏
最
近
の
貿
易
構
成

い
ま
吾
闘
の
貿
易
構
成
お
よ
び
そ
の
最
近
の
種
化
を
見
る
た
め
に
、
ま
づ
昭
和
元
年
(
一
九
二
六
年
)
よ
り
昭
和

十
年
(
一
九
三
五
年
)
に
至
る
十
年
間
の
轍
出
商
品
の
類
別
に
従
っ
て
、

そ
の
償
額
お
よ
び
綿
轍
出
額
に
劃
す
る
百

分
分
伝
算
出
す
れ
ば
第
一
表
の
知
〈
な
る
。

貿
易
構
成
の
凶
型
化

第
凶
十
二
巻

p、
九

第
四
蹴

四



貿
易
構
成
山
媛
化

第
四
十
二
巻

大
丸
問

第
四
時
硫

四
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輸

出

u 
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輸

I品

ロ
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第・障・荻第
一
表
に
つ
い
て
最
逗
二
一
ヶ
年
の
平
均
朕
態
を
見
る
に
、

食
料
品
の
轍
出
は
一
億
七
千
五
百
高
閥
、

線
輸
出
額

に
劃
す
る
割
合
は
八
・

切
を
占
め
て
ゐ
る
。

次
に
粗
生
原
料
品
の
輸
出
は
お
よ
そ
ぞ
の
宇
輔
の
九
千
三
百
高
園
、

輸
出
の
四
・
一
二
%
で
あ
る
o

然
る
に
加
工
原
料
品
の
輪
出
は
五
億
六
千
九
百
高
閣
の

E
額
に
上
り
、
輪
出
の
二
六
・

一寸

μ
を
占
め
て
ゐ
る
。

更
に
会
製
品
の
輪
出
は
最
大
額
の
十
二
一
億
七
千
六
百
寓
闘
に
上
り
、
五
八
・
五
%
を
占
め
て

ゐ
る
。然

ら
ば
右
の
如
き
輸
出
構
成
は
、

最
近
十
年
間
に
如
何
な
る
麺
化
を
示
し
つ
h

あ
る
か
、

先
づ
食
料
品
輸
出
に

大
韓
八
%
内
外
を
占
め
る
。

ま
た
粗
生
原
料
品
も
絶
針
額
に
お
い
て
は
増
加
の
傾
向
に
あ
る
が
、

会
瞳
に
劃
す
る
割
合
に
は
著
し
き
麺
化
は
な
〈
、

歩
合
に
は
著
し

っ
き
見
る
に
、
絶
封
額
は
最
近
著
し
く
増
加
し
つ
〉
め
る
が
、



き
晶
型
化
は
な
く
ほ
Y

四
?
伊
」
ト
内
め
て
ゐ
る

G

然
る
に
加
工
原
料
口
聞
の
輪
出
は
、

そ
の
絶
卦
額
に
お
い
て
も
著
し
く

減
退
傾
向
に
あ
り
、

十
年
前
の
八
一
億
間
以
上
が
ら
最
遅
の
五
億
乃
至
六
一
億
闘
程
度
に
減
少
し
て
ゐ
る
。
従
っ
て
そ

の
歩
合
の
減
退
は
更
に
著
し
く
、

十
年
前
に
は
輪
出
の
四

O
%
以
上
を
占
め
た
も
の
が
、

最
近
で
は
二
六
%
程
度

に
過
ぎ
な
い
。

之
に
反
し
て
杢
製
品
輸
出
の
増
加
傾
向
は
最
も
著
し
く
、
十
.
年
前
の
八
億
闘
程
度
は
最
近
の
十
三
、

四
億
聞
と
な
り
、

輪
出
の
四

O
円
程
度
か
ら
六

O
%
程
度
に
向
上
し
て
ゐ
る
。

要
す
る
に
轍
出
構
成
上
の
最
近
の

務
化
に
お
け
る
特
色
と
し
て
は
、

加
工
原
料
品
輸
出
の
絶
封
的
な
ら
び
に
相
到
的
減
退
と
、

金
製
品
輸
出
の
絶
封

的
な
ら
び
に
桐
野
的
噌
加
と
の
二
つ
ヤ
出
血
品
寸
ね
ば
な

b
向。

次
に
愉
入
構
成
に
つ
き
川
じ
か
け
出
に
ー
二
一
l

科
P
J

と
結
県
を
鉱
工
去
ド
ト
示
J
司

最近の輸入構成

原(
凶車乱
開l生

償多
額合
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食
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一一予丙一一万
350目280 14.7 
32日.540 14.8 
2~8.543 13.6 
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158.612 12.8 
160.tlil 11.2 
17:~.185 9.0 
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第二表

輸

入

同

日ロ

昭和 1
2 
3 
4 
5 
6 
7 
8 
9 
10 

輸

入

ロ
開開

貿
易
構
成
の
場
化

第
四
十
二
巻

六
九
五

第
四
時
制

間



貿
易
構
成
の
鑓
化

第
四
十
二
巻

大
九
六

第
四
時
翫

四
E且

第
二
表
に
つ
き
最
逗
三
ヶ
年
の
輪
λ
構
成
を
見
る
に
、
食
料
品
輸
入
一
一
億
八
千
寓
回
、
轍
入
の
八
・
一
，

μ
を
占
め

る
。
然
る
に
粗
生
原
料
品
は
十
三
億
六
千
七
百
寓
固
の

E
額
に
上
り
、
六
了
五
%
の
最
大
歩
合
を
占
め
る
。
加
工

原
料
品
は
四
億
四
百
高
出
、

一
八
二
的
を
占
め
、
こ
の
両
者
の
原
料
品
輸
入
は
、
貨
に
金
輸
入
の
七
九
・
六
%
お

よ
そ
八
割
に
注
す
る
。
之
に
劃
し
て
金
製
品
の
轍
λ
は
二
億
五
千
六
百
寓
問
、

一
了
五
弘
'
に
過
ぎ
な
い
。

之
を
最
近
十
年
聞
の
養
化
に
つ
い
て
見
る
に
、
食
料
品
轍
入
は
絹
針
的
に
も
相
封
的
に
も
著
し
〈
減
退
傾
向
に

ち
5
0
叩
ら
十
単
町
乃
一
一
一
一
進
五
千
富

d

副
や
ら
且
祝
日
狂
わ
一
百
九
千
笥
到
に
平
成
迎
〈
市

~:. 

初
7) 

:ti仙

沼:

か
ら
民k

近
の
七
助
強
ま
で
、

と
れ
ま
た
略
ミ
字
減
し
て
ゐ
る
。

然
る
に
粗
生
原
料
品
の
輸
入
は
、

絶
針
的
に
も
相
劃
的
に

も
著
し
く
風
間
化
は
な
〈
.
微
弱
な
漸
増
傾
向
を
認
め
う
る
に
過
ぎ
な
い
。
之
に
比
す
れ
ば
加
工
原
料
品
の
漸
増
傾

向
は
鞘
ミ
強
〈
、
反
劃
に
最
後
の
会
梨
品
輸
入
で
は
、
絶
艶
的
に
も
相
劃
的
に
も
可
な
り
の
減
退
傾
向
が
認
め
ら

れ
る
。
即
ち
会
開
・
と
し
て
の
務
化
の
特
徴
は
、
食
料
品
お
よ
び
金
規
日
間
斡
入
の
減
退
傾
向
と
、
原
料
品
轍
入
の
増

加
傾
向
に
あ
る
こ
と
が
者
取
さ
れ
る
。

最
後
に
、
輪
出
構
成
と
輸
入
構
成
冒
と
を
綜
合
し
て
言
ひ
う
る
こ
と
は
、
轍
出
の
九
O
o
y
以
上
は
製
造
品
(
加
工

原
料
品
と
金
製
品
、
ま
た
食
料
品
の
中
に
も
製
造
口
聞
を
合
h
U
)

で
あ
ち
、
輸
入
の
約
八
O
%
は
原
料
品
(
粗
生
品
お

で
あ
る
o
而
し
て
食
料
品
冶
輪
出
入
ほ
Y

同
様
に
約
八
%
を
占
め
る
に
反
し
、
原
料
品
は
輪
出
の

よ
ぴ
加
工
品
)

二
一
O
%
に
劃
し
輸
入
の
八
O
%
を
占
め
、

全
製
品
は
輸
出
の
約
六
O
M
W
に
封
し
轍
入
の
約
一
O
%
を
占
め
て
、
原

料
品
と
全
製
品
L
」
は
逆
の
閥
係
営
示
し
て
ゐ
る
。
す
べ
て
是
等
の
構
成
状
態
お
よ
び
そ
の
日
取
返
の
越
化
は
、
わ
が



岡
民
超
湾
の
構
成
お
よ
び
そ
の
遷
化
を
反
映
す
る
境
象
形
態
に
過
ぎ
な
い
こ
と
は
前
遮
す
る
所
で
あ
る
。

一
二
、
貿
易
構
成
の
薗
際
的
比
較

然
ら
ぱ
掛
く
の
如
き
五
円
岡
の
貿
易
構
成
は
、

之
を
世
界
の
主
要
貿
易
闘
の
肢
態
と
比
較
し
て
、

る
に
、

に
あ
る
か
、

い
ま
主
要
貿
易
闘
の
英
・
米
・
濁
・
悌
・
四
国
に
つ
き
、

轍
出
構
成
の
股
躍
は
第
三
表
の
如
く
な
る
。

輸出構成の周際的比険

入札国同

三~;;.::~調， p 同
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J8.5 

17.5 

:i8.7 

4.0 
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:3.5 

3.5 

2.8 

3.5 

ln30 

濁¥:~~~ 119:¥2 

逸 I::~~ 119:H 

平均

如
何
な
る
賦
態

最
近
五
ヶ
年
の
平
均
状
態
を
五
口
同
と
比
較
す

6:].0 

t)2，.;3 

b!~.l 

'1;0.6 

56.8 

131目。

~a.3 
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25.7 
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14.1 

14.8 
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J930 

悌(:~~~ 11932 

11933 
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平均

4回目立

175 
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do品
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41.0 

41.7 
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<16.6 
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7.6 

8.6 

8.0 

8.5 

19iW 

11931 

日¥1!lH2 

Ilml3 
本|則4

平均

第
三
表
に
よ
っ
て
主
要
闘
の
輪
出
版
態
を
各
闘
別
に
見
る
に
、
先
づ
イ
ギ
η
ノ
ス
は
輪
出
の
七
五
・
九
%
以
上
は
完

成
品
、

原料品
96 

11.~~ 

11.!J 

11.(1 

12.i~ 

12.4! 

12.DI 

食料品
珂

8.4 

9.0 

9.0 

7.5 

7.7 

8.3 

第三望号

1!J30 

突，~~~~
11932 

1 1日'日13
圃 11n:1 

平均

一
二
・
O
%
は
原
料
品
、

貿
易
構
成
の
鑓
化

八・一二

μ
は
食
料
品
を
色
っ
て
占
め
、

間
内
経
済
の
高
度
の
工
業
化
を
反
映
し
て

第
凶
十
二
巻

六
九
七

第
四
時
現

四

五



貿
易
構
成
の
型
化

第
四
十
二
巻

ハ
九
八

第
四
時
抗

四
p、

ゐ
る
。
之
に
比
す
れ
ば
ア
メ
ザ
カ
は
、
輸
出
の
四
四
・
七
%
'
の
会
製
品
に
劃
し
、
原
料
品
輸
出
四

0
・九

μ、
食
料

口
叩
一
四
・
四
%
を
占
め
一
、
こ
の
両
者
に
て
金
製
品
輪
出
よ
り
も
盗
か
に
多
い
か
ら
、
イ
ギ
リ
ス
の
岡
内
経
持
左
は
犬

に
異
な
る
も
の
を
想
は
し
め
る
。
然
る
に
ド
イ
ヲ
の
輸
出
で
は
、
金
製
品
七
七
・
二
UMF.

原
料
品
一
八
・
七
%
、
食

料
品
一
一
一
・
五
%
を
占
め
て
、
全
製
品
の
最
大
、
食
料
品
の
最
小
を
示
し
て
、

ド
イ
ヲ
の
工
業
化
を
示
し
て
ゐ
る
。
之

に
劃
し
て
7
-
ア
ン
ス
は
、
人
k

製
品
輸
出
に
お
い
て
掴
・
英
に
劣
り
、
原
料
品
・
食
料
品
輸
出
に
お
い
て
両
者
に
優
つ

τむ
る
い
J

ら
J

B

工
業
化
の
桂
皮
に
お
い
て
刷
聞
に
及

r

は
な
い
も
の
と
考
へ
ら
れ
る
ι

是
等
の
諸
同
じ
航
し
て
五
日
開
は
如
何
な
る
地
位
に
あ
る
か
、
光
づ
奈
製
品
輸
出
五
一
一
.
・
七
併
は
、
調
・
英
・
併
に
次

ぎ
ア
メ
リ
カ
に
優
る
が
、
原
料
品
輸
出
二
一
六
・
六
%
は
、
ア
メ
ヲ
カ
を
除
く
何
れ
の
同
よ
ち
も
大
で
あ
る
。
こ
れ
は

後
に
も
遮
ぷ
る
が
如
〈
生
紙
輸
出
に
負
ふ
と
こ
ろ
大
で
あ
る
o

食
料
品
輸
出
の
八
・
五
%
は
、
米
・
備
に
衣
ぎ
て
4

ギ
P
A
仁
誼
い
。
ぞ
れ
故
に
輸
出
構
成
よ
り
見
た
る
吾
酬
の
妖
態
は
、
大
胆
胞
に
お
い
て
調
・
英
・
併
と
ア
メ
リ
カ
主

の
中
間
に
位
す
る
ム
」
い
ふ
こ
L
し
が
出
来
る
。

ま
た
輪
出
構
成
の
肢
態
は
、
各
闘
の
聞
に
著
し
き
相
違
は
な
く
、

一
般
的
傾
向
を
認
め
る
こ
と
が
出
来
る
の
邸

ち
何
れ
の
固
に
お
い
て
も
、
会
製
品
輸
出
は
最
大
で
あ
り
、
原
料
品
こ
れ
に
次
ぎ
、
食
料
品
は
最
小
で
あ
名
。
之

は
是
等
の
諮
問
が
略
、
、
同
じ
方
向
へ
の
糎
漕
的
援
展
を
成
し
つ
〉
あ
る
こ
と
営
示
す
も
の
に
外
な
ら
ぬ
。

-
次
じ
輸
入
構
成
を
見
る
た
め
じ
第
四
表
を
掲
げ
る
。



輸入構成の国際的比較

金製品
現5
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日
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平

街

逸

第
四
表
に
よ
れ
ば
、
職
入
構
成
は
輸
出
の
場
合
と
は
異
り
、

さ
れ
る
。 原料品

百
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J
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E
2
1
E
'
l
l
l
j
d
i
t
-
-
a
F
a
E
E
1
i

、

日

本

各
闘
の
聞
に
著
し
き
相
違
の
存
す
る
こ

E
が
看
取

料
品
と
原
料
品
と
の
令
計
仁
お
い
て
も
著
し
く
現
れ
て
ゐ
な
い
。

こ
の
相
違
は
金
製
品
の
轍
入
に
は
一
四
・
一
一
一

μ
か
ら
二
五
・
六
%
'
に
及
ん
で
著
し
く
現
れ
や
、
従
っ
て
食

却
も
輸
入
構
成
に
お
け
る
各
闘
の
特
異
性
は
、

主
と
し
て
食
料
品
と
原
料
品
と
の
割
合
如
何
に
あ
る
と
言
ふ
こ
と
が
出
来
る
。

食
料
品
輸
入
の
最
大
な
る
は
イ
ギ
リ
ス
の
四
八
・
九
，

μ
で
あ
り
、

フ
ラ
ン
ス
・
ド
イ
ツ
之
に
次
ぎ
、

-
九
口
調
は
最
小

の一

0
・九

μ
を
占
め
て
ア
メ
リ
カ
よ
り
も
少
い
。
こ
れ
は
わ
が
剛
氏
結
梼
の
健
貫
性
を
語
る
も
の
と
言
は
ね
ば
な

ら
ぬ
。
之
に
反
し
て
原
料
品
轍
入
は
否
闘
の
七
回
・
二

μを
最
大
と
し
、

貿
易
構
成
の
鑓
化

γ
イ
ッ
・
フ
ラ
ン
ス
之
に
次
y
t
、
イ

ギ

ηノ

第
四
十
一
一
容

六
九
九

第
四
時
制

~q 

七



貿
易
構
成
の
盤
化

第
四
十
三
巻

七

0
0

第
四
時
都

四
F、、

ス
を
最
小
と
す
る
。
こ
の
鮪
に
お
い
て
吾
岡
と
イ
ギ
リ
ス
は
雨
極
端
を
示
し
、
否
闘
は
食
料
的
に
濁
立
性
つ
よ

t
、

原
料
的
に
依
存
性
つ
よ
さ
に
反
し
、
イ
ギ

qJ
ス
は
食
料
的
に
依
存
性
つ
よ
く
原
料
的
に
は
稿
ミ
調
立
性
が
あ
る
。

そ
の
他
の
諸
聞
は
ほ
Y

こ
の
雨
者
の
中
間
に
あ
る
。
而
し
て
杢
製
品
輸
入
が
吾
闘
に
お
い
て
最
小
、

イ
ギ

9
1
に

お
い
て
最
大
で
あ
る
の
も
、
注
意
す
べ
き
雨
極
端
で
あ
る
。

最
後
に
輪
出
構
成
と
輸
入
構
戒
と
の
綜
作
に
い
U

い
て
各
岡
の
特
質
を
見
る
に
、

イ
ギ

y
ス
ほ
食
料
品
の
轍
入
と

会
製
品
の
輸
出
台
主
tc
し
、
々
の
他
の
諮
問
は
原
料
品
の
轍
入
と
本
一
製
品
の
輸
出
ケ
主
こ
す
る
。
そ
の
う
ら
原
料

品
輸
入
は
吾
闘
を
最
大
と
し
て
濁
・
偽
・
米
こ
れ
に
次
ぎ
、
杢
製
品
輸
出
は
ド
イ
ツ
を
最
大
'
と
し
て
伸
・
日
・
米
こ
れ

に
次
戸
、
。
こ
れ
ら
を
通
じ
て
吾
闘
の
特
色
は
、
食
料
品
輸
入
の
最
小
と
原
料
品
輸
出
入
の
最
大
と
い
ふ
勅
に
あ
る
o

阻
、
貿
易
構
成
の
歴
史
的
世
展

一
闘
の
岡
民
経
済
が
諸
外
岡
と
の
経
梼
交
通
を
つ

Y
け
な
が
ら
歴
史
的
援
展
を
途
げ
る
場
合
に
は
、
そ
の
岡
民

経
捕
併
の
礎
展
こ
と
に
そ
の
経
神
構
成
の
唆
展
お
よ
び
理
化
は
、
必
然
に
貿
易
構
成
の
上
に
現
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
従

っ
て
貿
易
構
成
の
居
間
史
的
後
展
は
、
そ
れ
白
身
に
お
い
て
重
要
な
る
問
題
た
る
の
み
な
ら
や
、
虞

t
一
一
般
経
済
の

問
題
と
し
て
も
重
要
で
あ
る
。
こ
と
に
吾
闘
は
明
治
維
新
以
来
今
日
ま
で
、
諸
外
闘
と
の
交
捗
を
っ
す
け
つ
旨
奇

本
主
義
を
竣
展
せ
し
め
て
来
た
か
ら
、
こ
の
間
に
お
け
る
貿
易
構
成
の
殺
展
は
、
或
る
意
味
に
お
い
て
は
資
本
主

義
援
展
に
閲
す
る
一
典
型
と
看
な
す
こ
・
と
も
出
来
る
。



今
ま
づ
輪
出
構
成
の
購
買
展
を
見
る
た
め
に
、
明
治
元
年
以
来
昭
和
十
年
に
至
る
毎
五
年
平
均
の
崩
品
類
別
百
分

比
を
算
出
す
れ
ば

第五衰輸出構成の歴史的費展

一一両:ゐ品同銀♂慎{官
r25-~需(721-五百11LZ明治 m 

1-5高
6-10 

第
五
表
の
如
く
甚
だ
興
味
あ
る
結
果
を
得
る
。

4_7 1.3 39.6 14.1 39園日

::¥.0 7.2 40.4 U.6 37.1 11-15 

3.6 9.4 15.2 JI.5 30.4， 16-20 

3.7 15.5 46.2 1:1.3 :23.3 21-25 

3.5 26.2 4:¥.3 10.3 16.8 26---30 

2.8 

2.6 

1.1 30.5 48.] 日21'1.1 

2.1 

1.6 

1.2 39.8 45.9 6市56.7 

に
建
し
、
最
近
の
躍
進
ぷ
J
っ
て
五
O
μ
を
超
ゆ
る
に
至
っ
た
。

26.7 

33.1 

32.5 

42.6 

1.7 46‘8 39.0 ，t. 2 82 3-7 

2.8 戸内

υ
n
M
U
 va 

26.:1 4.3 8.'/ 8-10 

第
五
表
に
よ
れ
ば
輪
出
構
成
は
明
治

4'1_ :l 

45.3 

48.5 

42.4 

初
年
以
来
著
し
き
趨
化
を
示
せ
る
こ
と

が
看
取
さ
れ
る
。
何
よ
り
も
頴
著
な
事

貨
は
、

会
製
品
輸
出
の
躍
進
に
あ
る
。

Il.3 

0.1 

(;:.5 

5.8 

帥
ち
明
治
初
年
に
は
僅
か
に
一
一
偽
足
ら

he

、
}
ノ
ー
〉
円
/
♂
〉
、
口
付

h

I

-

戸
4
T
A
4乙
十
4A

J

，U
U
4
Z
U
I
F

日
打
-
一

1
4
P
Y
J
を
い

O
%
以
上
と
な
旬
、
三
十
年
以
後
は

12.0 

H.!J 

10.4 

7.(; 

O
%
を
超
え
、

四
十
年
以
後
は
一
一
一
O
μ

31-35 

36-40 
大正

41-1 

2-6 

7-11 
昭和

12-2 

を
超
え
、
欧
洲
戦
後
に
は
四
O
M
m
以
上

こ
の
接
化
こ
そ
は
五
口
が
闘
民
経
掛
の
工
業
化
を

反
映
し
、
闘
民
経
持
政
官
展
の
一
般
的
典
型
を
示
す
志
の
と
言
へ
る
。

之
に
失
い
で
著
し
き
反
卦
の
現
象
は
、
組
生
原
料
品
の
轍
出
減
退
で
あ
っ
て
、
明
治
初
年
の
二
三
%
か
ら
最
近

の
四
%
に
激
減
し
て
ゐ
る
。
之
は
右
の
金
製
品
輸
出
の
躍
進
と
呼
臆
す
る
現
象
で
あ
っ
て
も

一
岡
工
業
化
の
謹
h
u

と
共
に
、
粗
生
原
料
品
の
輪
出
を
減
宇
る
は
嘗
然
で
あ
る
。
加
工
原
料
品
は
最
近
ま
で
殆
ん
ど
著
し
き
麺
化
を
見

貿
易
構
成
の
遺
化

第
四
十
二
巻

七
O

第
四
時
制

I!.q 
九



貿
易
構
成
の
盤
化

第
四
十
二
巻

七
O 

第
四
披

ヨi
O 

な
か
っ
た
が
、
数
年
来
著
減
の
傾
向
に
あ
る
。
食
料
品
輪
出
の
減
退
も
ま
た
著
し
く
、
最
初
の
二
O
%
乃
至
四
O

，
%
近
く
か
ら
、
最
逗
の
八
t
F
に
著
減
し
て
ゐ
る
。
こ
れ
ま
た
閲
民
経
梼
の
工
業
化
に
伴
ふ
必
然
の
結
果
と
考
へ
ら

れ
る
。
要
す
る
に
明
治
初
年
の
輸
出
は
、
食
料
品
と
原
料
品
と
に
て
約
九
O
%
を
占
め
た
る
も
の
が
、
今
日
で
は

是
等
は
輸
出
の
四
O
μ
に
足
ら
す
、
輪
出
の
大
字
約
六
O
%
は
金
製
品
を
も
っ
て
占
な
る
に
至
っ
た
。

次
ド
轍
入
構
成
の
隈
史
的
礎
展
に
つ
き
、
同
様
の
方
法
な
試
み
た
る
結
果
は
第
六
表
の
如
く
な
る
。

同
品
」
凶
吋
2

訓
山

1 

2 

9 

7 

3 

4 

3 

7 

8 

7 

8 

Y
3
三
一
定

t
t
こ
L
U
三
一
丸
二

p
h
J
3

戸
且
ょ
に

第
」
/
遥

h
i
t
-
品
岩
I
2
.
L一
オ
野
則

輸入構成の歴史的費展

原料品1除罫料p問 i|全梨品製其佃

明治1-5占情
~〆9 % % Z五

29.0 4.1 ~20.2 44.5 2. 

6-10 13.5 4.2 :22.0 56.0 4 

11-15 14.8 3.5 29.9 48.6 3 

16-20 20.1 4.7 28.6 44.7 1 

21-25 21.1 12.3 25.7 39~4 1 

26-30 20.8 22.7 19.1 35.1 2 

31-35 22.9 31.4 16.3 28.0 1 

36-40 23.5 3，'1.0 16.7 25.5 1. 

大421正--6 45 
12.0 44.3 18.9 24.1 。
8.1) 55.8 22.0 12.5 O. 

7-11 12.9 49.2 22.2 15.0 。
12-昭2和 14.3 53.5 16.1 15.5 (). 

3-7 12.7 55.3 15.5 15.7 。l

8-10 8.1 61.5 18.1 11.5 。

め
る
結
果
を
示
し
て
ゐ
る
。
最
も
願
藩

な
る
事
買
は
、
粗
生
原
料
口
聞
の
轍
入
い
か
、

明
治
初
年
の
四
μ
前
後
か
ら
躍
進
し
て

最
近
の
六
O
%
以
上
に
達
ぜ
る
こ
と
で

め
る
。
然
る
に
加
工
原
料
品
は
殆
ん
ピ
」

第六表

増
加
せ
子
、
反
劃
仁
減
退
傾
向
き
へ
宥

取
さ
れ
る
。
ま
た
を
製
品
の
轍
入
は
、

最
初
の
四

0
1
五
O
%
か
ら
最
近
の

o
d
m程
度
ま
で
激
減
し
て
ゐ
る
。
こ
れ
ら
さ
つ
の
傾
向
は
、
何
れ
も
闘
民
経
済
の
工
業
化
の
過
程
に
ゐ
け
る
一
一
般

的
傾
向
と
言
ふ
こ
と
が
出
来
る
。
然
る
に
五
口
同
の
特
異
な
る
現
象
と
し
て
注
意
す
べ
き
事
責
は
、
食
料
品
輸
入
の



減
退
傾
向
に
あ
る
。
印
ち
明
治
初
年
の
二
一

Oμ
遅
〈
よ
り
、
最
近
の
八

dw程
度
ま
で
激
減
し
て
ゐ
る
。
蓋
し
イ
ギ

吋
ノ
ス
に
あ
い
て
血
(
型
的
に
現
は
る
う
如
〈
、

一
闘
の
商
工
業
化
は
農
業
の
衰
退
を
来
た
し
、
従
っ
て
食
料
品
輸
入

の
増
加
を
招
来
す
べ
き
こ
と
は
、
周
如
の
理
由
で
あ
る
が
、
一
九
H

岡
で
は
却
っ
て
反
劃
の
現
象
が
現
は
れ
て
ゐ
る
。

こ
れ
は
五
け
が
岡
氏
擁
梼
の
重
要
な
る
一
特
殊
性
の
頴
現
と
し
て
、
最
も
注
意
す
べ
き
特
異
の
現
象
と
言
は
ね
ば
な

ら
ぬ
。最

後
に
童
ね
て
輪
出
と
輸
入
と
を
綜
合
し
て
見
る
に
、
最
初
の
時
代
は
原
料
品
を
輸
出
し
金
製
品
を
轍
入
す
る

農
業
岡
の
特
徴
含
有
し
た
が
、
後
の
時
代
に
は
原
料
品
営
輸
入
し
完
成
品
を
輸
出
す
る
工
業
聞
に
轄
挽
し
て
ゐ
る
。

而
か
も
食
料
口
山

ω
輸
入
は
今
日
土
で
減
越
レ
っ
、
一
め
る
か
品
、
農
業
岡
山
半
面
は
依
然
と
し
て
維
持
さ
れ
つ
冶
め

る
ο

同
時
に
食
料
品
の
輸
出
も
減
退
し
つ
出
あ
る
o

組
生
原
料
品
に
つ
い
て
は
、
輸
出
時
代
か
ら
輸
入
時
代
に
移

hJ
、
製
造
原
料
品
に
つ
い
て
は
、
輸
出
時
代
を
頼
け
つ
〉
あ
る
が
、
ぞ
の
相
卦
的
重
要
は
減
退
し
て
ゐ
る
。
会
製

品
に
つ
い
て
は
、
明
ら
か
に
轍
入
時
代
か
ら
輸
出
時
代
に
轄
換
ぜ
る
こ
と
が
者
取
さ
れ
る
。
思
ふ
に
吾
が
岡
氏
舵

漕
の
接
展
は
、
種
φ
の
視
角
よ
り
之
を
跡
づ
け
得
る
で
あ
ら
う
が
、
新
く
の
如
ざ
部
外
貿
易
の
歴
史
的
楼
肢
を
検

討
す
る
こ
と
も
亦
、
重
要
な
る
そ
の
一
面
た
る
を
失
は
な
い
。
蓋
し
閥
民
経
輔
の
内
部
構
成
の
殺
展
は
、
必
然
に

そ
の
封
外
構
成
の
上
に
饗
化
を
来

3
ね
ば
な
ら
ぬ
か
ら
で
あ
る
。

五
、
貿
易
構
成
の
内
容

貿
易
構
成
の
輔
君
化

第
凶
十
二
巻

七
O 

第
四
就

豆五



貿
易
構
成
の
援
化

第
四
十
二
巻

七
O
凶

第
四
披

五

然
ら
ば
五
ロ
岡
最
近
の
貿
易
構
成
は
、
更
に
そ
の
内
容
に
立
入
り
て
之
を
分
析
す
れ
ば
、
如
何
な
る
構
成
ぞ
有
す

る
か
、
こ
の
問
題
は
部
分
的
に
は
、

さ
き
の
「
貿
易
商
品
の
集
中
性
と
分
散
性
』
に
お
い
て
欄
れ
て
は
ゐ
ろ
が
、
こ

〉
で
は
一
般
的
に
商
品
種
類
に
従
っ
て
概
観
す
る
こ
と
〉
す
る
。

ま
づ
輸
出
構
成
の
内
容
を
見
る
た
め
に
、
昭
和
八
年
よ
り
十
年
に
至
る
一
一
一
ヶ
年
平
均
の
商
品
別
輸
出
債
額
お
よ

び
輸
出
組
組
に
対
す
る
そ
の
百
分
比
セ
算
同
ず
れ
ぽ
第
七
市
一
千
竺
得
る
。

第
七
表
に
よ
れ
ば
、
第
一
に
、
輪
出
食
料
日
川

f
;
;
:
4
1
1
1
、、

J
ヌ

/
)
1
1
:
、

伝
止
す

E
E
E恒
勺
u
p
-
-

所
」

σuF手
じ

部
1:'1"" 

.1~ 
治
主E

料
品
一
億
三
千
二
百
高
岡
(
六
・
一

μ)
を
も
っ
て
占
め
、

粗
生
の
食
料
品
輸
出
は
僅
か
に
四
千
三
百
高
固
(
二
・

o

4
y
)

に
過
ぎ
な
い
。
是
等
の
う
ら
主
要
な
る
個
々
の
商
品
は
、
樺
曜
荷
食
料
品
五
千
百
寓
闇
(
ニ
・
四
%
)
、
小
委
粉

三
千
二
百
高
岡
(
了
五

μ)で
め
る
。
何
れ
も
日
近
代
工
業
口
聞
で
め
る
貼
は
注
意
に
値
す
る
。

第
二
に
、
職
出
原
料
品
六
一
億
六
千
三
百
高
閲
(
三

0
・
五
%
)
も
ま
た
、
そ
の
大
部
分
は
製
造
原
料
品
五
億
六
千

九
百
寓
固
(
二
六
・
二

μ)
で
あ
っ
て
、
粗
生
原
料
品
は
僅
か
に
九
千
三
百
高
岡
(
四
・
三

μ)
に
過
ぎ
な
い
。
そ
の
う

ち
主
な
る
も
の
は
、
木
材
二
千
百
高
固

(
7
0
μ
)
お
よ
び
石
炭
一
千
百
寓
闇

(
0・五
μ
)
で
あ
る
。
製
造
原
料
品

の
主
な
る
も
の
は
、
生
総
の
三
億
五
千
四
百
高
間
(
一
六
・
三
%
)
を
第
一
と
し
、
鍛
の
五
千
百
高
圏
三
一
・
四
%
)
、

綿
織
赫
の
二
千
五
百
高
困
(
了
一

μ)、
人
選
絹
線
二
千
二
百
寓
闘
(
一
・

O
勾
)
等
こ
れ
に
次
ぐ
。

第
三
に
、
杢
製
品
の
十
二
億
七
千
六
百
高
岡
(
五
八
・
六
%
)
の
内
容
は
、
綿
織
物
四
億
五
千
七
百
寓
国
会
一

0
・六

%
)
を
除
げ
ば
、
そ
の
他
は
多
数
の
商
品
に
分
散
せ
ら
れ
、
人
絹
織
物
一
億
六
百
高
固
(
四
・
八

M
m
Y
絹
織
物
七
千
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貿
易
構
成
の
麹
化

第
四
十
二
巻

七
O
大

第
四
猿

王五
四

二
百
寓
闘
会
一
・
三
%
)
、
機
械
及
部
分
品
四
千
九
百
寓
固
(
二
・
三

μ)、
メ
リ
ヤ
ス
製
品
四
千
六
百
寓
国
土
一
・
一

μ)、

陶
磁
器
四
千
寓
闇
(
一
・
八
%
)
等
を
主
要
と
す
る
。
以
上
を
通
じ
て
粗
生
品
の
輪
出
は
、
僅
か
に
一
億
三
千
六
百
寓

同
(
六
・
三

μ)
に
過
ぎ
守
、
輪
出
の
大
部
分
卸
ち
十
九
億
七
千
八
百
高
固
(
九
O
a
九

μ)は
製
造
品
を
も
っ
て
占
め

て
ゐ
る
。
以
っ
て
寺
岡
最
近
の
輸
出
の
意
義
を
知
る
こ
左
が
出
来
る
o

次
に
輸
入
構
成
に
つ
い
て
問
横
山
一
計
算
な
行
っ
た
結
果
は
第
八
表
の
如
く
な
る
。

第
八
表
に
よ
れ
ば
、
第
一
に
、
輪
入
食
料
ロ
叩
一
一
億
七
千
九
百
高
間
(
人
・
?
と
は
、
き
き
の
輸
出
の
場
介
と
は

E

反
劃
に
、
そ
の
た
部
分
一
億
三
千
四
百
高
園
(
六
・
一

μ)は
粗
生
口
叩
を
も
っ
て
占
め
、
製
造
食
料
品
は
僅
か
に
四
千

五
百
寓
闘
士
了
O
M
F
)
に
過
ぎ
な
い
。
粗
生
食
料
品
の
主
要
な
る
色
の
は
、
豆
類
五
千
七
百
寓
闘
(
二
・
六
M
m
)

、
小

姿
四
千
二
百
高
岡
(
了
九
M
m
)

等
で
あ
る
。

第
二
に
、
輸
入
原
料
品
十
七
億
七
千
百
高
固
(
七
九
・
七

μ)の
内
容
も
ま
た
、
同
様
に
粗
生
日
開
十
三
億
六
千
七
百

高
固
(
六
了
五
%
)
が
大
部
分
を
占
め
、
製
造
原
料
品
は
四
億
四
百
高
固
(
一
入
・
二
%
)
に
過
ぎ
な
い
。
前
者
は
棉

花
の
六
億
八
千
三
百
高
間
(
一
二

0
・七

μ)、
羊
毛
の
一
億
八
千
寓
闇
(
八
・
一
外
了
乞
除
け
ば
、
比
較
的
に
分
散
的
で

め
っ
て
、
原
油
及
重
油
九
千
四
百
高
間
(
四
・
二
一
%
)
、
生
ゴ
ム
四
千
六
百
寓
園
(
二
・
一
，

m)、
石
炭
四
千
四
百
寓
闘

つ
了
O
%
)
、
木
材
四
千
三
百
高
固
(
二
・

oμ)を
主
な
る
も
の
と
す
る
。
製
造
原
料
品
の
う
ち
主
な
る
も
の
は
、

鐘
類
一
億
七
千
寓
闇
(
七
・
七
%
)
お
よ
び
製
紙
用
バ

Y
プ
四
千
二
百
世
間
固
(
了
九

μ)
で
あ
る
。

第
三
に
、
轍
入
金
製
品
二
億
五
千
六
百
寓
闘
(
一

了
五
%
)
の
う
ち
主
な
る
も
の
は
、
破
油
三
千
五
百
寓
闇
(
一
・
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貿
易
構
成
の
団
理
化

第
四
十
二
巻

七

O
八

第
四
務

五
六

六
払
川
)
、
自
動
車
及
部
分
品
二
千
六
百
寓
固
(
了
二
%
)
に
過
ぎ
な
い
。
以
上
ぞ
通
じ
で
製
造
口
叩
の
轍
入
は
七
億
六

百
高
闘
会
二
・
七

μ)
に
過
ぎ
示
、
轍
入
の
大
部
分
郎
も
十
五
億
三
百
高
閲
(
六
七
"
六
M
m
)

は
粗
生
口
聞
で
あ
る
。
之

は
前
の
輸
出
の
場
合
と
比
較
し
て
典
味
あ
る
封
照
を
な
し
て
ゐ
る
。

六
、
結

論

五
日
闘
の
貿
易
梢
凶
じ
っ
き
引
が
に
検
討
し
符
に
る
い
杭
聞
刊
を
変
約
し
て
結
論
仁
代
へ
る
。

第
一
に
、
種
L

干
の
意
味
に
お
け
る
貿
易
構
成
の
う
ち
、
貿
易
商
品
の
種
別
に
よ
る
構
成
に
つ
き
最
近
の
朕
態
を

見
る
に
、
輪
出
の
九
0
・九

μ
は
製
造
日
聞
を
も
っ
て
占
め
、
五
八
・
六

μ
は
完
成
口
聞
を
も
っ
て
占
め
る
。
轍
入
の
七

九
・
七
%
は
原
料
品
、
六
七
・
六

μ
は
粗
生
日
間
で
め
る
。
即
ち
輪
入
は
原
料
品
粗
生
口
聞
を
主
と
し
、
輸
出
は
製
造
品
・

完
成
日
聞
を
主
と
す
る
と
い
ふ
工
業
闘
の
一
般
的
特
徴
を
有
す
る
。
同
時
に
吾
闘
の
特
異
鮪
は
、
食
料
自
給
性
の
つ

よ
き
勅
に
あ
っ
て
、
食
料
品
の
輪
出
入
は
何
れ
も
そ
の
八
・
一

μ
を
占
め
る
に
過
ぎ
な
い
。

第
二
に
、
世
界
主
要
闘
の
貿
易
構
成
と
の
比
較
に
お
い
て
、
吾
岡
の
轍
出
構
成
も
ま
に
、
金
製
品
輸
出
は
最
大
、

食
料
品
轍
出
は
最
小
と
い
ふ
間
際
的
一
般
性
を
有
す
る
が
、
そ
の
程
度
に
か
い
て
は
濁
・
英
・
偽
と
ア
メ

9
カ
と
の

中
間
的
地
位
を
占
め
る
υ

之
に
反
し
て
輸
入
構
成
は
著
し
き
特
異
性
ぞ
有
し
、
こ
左
に
イ
ギ
リ
ス
に
劃
し
て
頴
著

な
針
膿
的
地
位
を
占
め
、
ぞ
の
他
の
各
国
は
何
れ
も
日
・
英
の
中
間
に
枕
す
る
。
帥
ち
五
回
闘
は
食
料
品
輸
入
に
お
い

て
各
闘
中
最
小
で
あ
り
、
原
料
品
輸
入
に
お
い
て
最
大
で
あ
る
。
従
っ
て
吾
闘
の
同
際
的
特
徴
は
、
食
料
品
の
自



給
性
と
原
料
品
の
依
存
性
に
あ
石
と
言
ふ
こ
と
が
出
来
る
。

第
三
に
、
吾
が
闘
民
経
掛
の
構
成
建
化
を
反
映
す
る
色
の
と
し
て
貿
易
構
成
の
庵
史
的
毅
展
を
見
る
に
、
明
治

初
年
以
来
の
韓
化
は
誠
に
頴
著
で
あ
る
。
輸
出
構
成
に
お
い
て
は
原
料
品
・
食
料
品
の
輸
出
か
ら
完
成
品
・
加
工
原

料
品
の
轍
出
に
代
り
、
轍
入
構
成
に
お
い
て
は
完
成
品
・
食
料
品
の
轍
入
か
ら
粗
生
原
料
品
の
轍
入
に
代
っ
て
ゐ

る
。
轍
出
構
成
に
お
け
る
最
色
著
し
き
趣
化
は
、
完
成
品
の
輪
出
が
初
期
の
一
・
九

μ
か
ら
最
近
の
五
八
・
五

μ
へ

躍
准
し
、
反
封
に
粗
生
原
料
品
の
轍
出
炉
二
一
子
一
%
か
ら
四
・
一
一
一

μ
に
減
退
し
食
料
品
輪
出
が
二
五
・
四
%
か
ら

八
e

一
%
に
減
退
せ
る
事
寅
で
あ
り
、

輸
入
に
お
け
る
瀬
箸
な
る
種
化
ば
、

粗
生
胤
科
目
叩
撒
入
の
四
・
J

f

ル'
h
y
A
J
つ六

一
-
圧
渇
¥
乃
控
室
、
之
花
協
会
人
乃
叫
司
巾
正
げ
沼
、

ff勺

7
4
(
t
i
l
l
-
F
J
L
I
P
:
!
1
 
4

a

L

/

。
、
、
ノ
bv~
主、士一二ヘノー、戸
r，
、
ノ
河
川

i
-
Z
E
'
J
、ノマー

一
帥
ヨ
。

:
U抗
、
リ
寸
J
d
f
J

品
売
く

O'a't
ユ
迎
河
川
勺
υ一品

著
な
る
事
貨
に
拘
ら
や
、

食
料
品
輸
入
が
二
五
・
四
，
%
か
ら
八
・
一
%
に
減
逗
せ
る
は
、

わ
が
闘
民
経
漕
の
特
殊
性

を
反
映
し
て
興
味
あ
る
事
責
で
あ
る
。

第
四
に
、

か
〉
る
長
期
的
な
墜
史
的
傾
向
は
、
最
近
十
年
間
の
養
化
に
お
い
て
も
略
ミ
同
様
に
現
は
れ
、
こ
と

に
工
業
化
の
現
象
は
最
近
に
お
い
て
特
に
著
し
く
現
は
れ
て
ゐ
る
。
即
ち
輸
出
に
お
い
て
は
完
成
品
の
躍
準
、
加

工
原
料
品
の
減
退
と
な
り
、
轍
入
に
お
い
て
は
完
成
品
の
減
退
、
粗
生
原
料
品
の
増
大
、
食
料
品
の
減
退
等
こ
れ

で
あ
る
。
こ
〉
に
最
近
の
貿
易
躍
進
の
意
義
が
あ
る
。

第
五
に
、
輸
出
お
よ
び
轍
入
構
成
の
内
容
を
検
討
す
る
時
は
、
更
に
興
味
あ
る
事
責
ぞ
礎
見
す
る
。
食
料
品
お

よ
ぴ
原
料
品
は
、
輪
出
で
は
何
れ
も
加
工
品
が
大
部
分
を
占
め
、
前
者
で
は
耀
躍
詰
食
料
品
と
小
姿
粉
、
後
者
で

貿
易
構
成
の
竣
化

第
四
十
二
審

七
O
九

第
四
肢

一仁



貿
易
構
成
の
国
型
化

第
間
十
三
巻

←じ

O 

第
四
獄

ヨ孟

i¥ 

は
生
総
・
錨
・
綿
絡
を
主
と
す
る
が
、
轍
入
で
は
反
卦
に
何
れ
も
粗
生
品
が
大
部
分
を
占
め
、
前
者
で
は
一
旦
類
・
小
委

を
主
主
し
後
者
で
は
棉
花
・
羊
毛
・
原
油
を
主
と
す
る
。
ヲ
」
の
朕
態
は
恰
か
も
吾
闘
の
貿
易
を
憧
の
特
徴
を
縮
圃
し

た
る
形
で
あ
る
。
金
製
品
輸
出
は
甚
だ
し
く
集
中
的
に
綿
織
物
を
主
と
し
、
人
絹
織
物
・
絹
織
物
・
機
械
及
部
分
品
・

メ

P
ヤ
ス
製
日
?
陶
磁
器
等
こ
れ
に
次
ぎ
、
輸
入
は
可
な
り
に
分
散
的
と
な
っ
て
、
鋳
油
。
自
動
車
及
部
分
品
こ
れ

に
次
ぐ
。
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わ
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f

ζ
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H

他
I司

に
は
ま
ぢ
封
建
的
要
素
の
多
分
に
残
存
せ
る
農
業
闘
で
も
あ
る
。
と
の
一
見
矛
盾
す
る
が
如
き
二
つ
の
要
素
が
、

吾
が
岡
民
極
構
を
構
成
し
て
ゐ
る
勤
炉
、
五
日
闘
の
重
要
な
特
殊
性
を
成
す
も
の
で
あ
っ
て
、
こ
の
勤
か
ら
種
々
の

困
難
な
問
題
の
殺
生
す
る
こ
と
は
あ
っ
て
も
、
結
局
は
吾
が
国
民
経
済
の
特
徴
的
な
強
味
で
あ
る
と
言
ふ
こ
と
が

出
来
る
で
あ
ら
う
。
(
二
二
二
・
一
七
)


